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地域密着型金融推進計画の概要

●創業・新事業支援機能等の強化

●取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

●事業再生に向けた積極的取組み

●担保・保証に過度に依存しない融資の推進等

●顧客への説明態勢の整備、相談苦情処理機能の強化

●人材の育成

●地域貢献等に関する情報開示

●地域の利用者の満足度を重視した

金融機関経営の確立

●地域再生推進のための各種施策との連携等

●リスク管理態勢の充実

●収益管理態勢の整備と収益力の向上

●ガバナンスの強化

●法令等遵守（コンプライアンス）態勢の強化

●ＩＴの戦略的活用

地域密着型金融の一層の推進地域密着型金融の一層の推進

事業再生・中小企業金融の円滑化

経営力の強化 地域の利用者の利便性向上

平成１７～１８年度

の２年間で推進
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計画策定にあたっての「キーワード」

　　
◇健全経営
◇コンプライアンス・ガバナンスの強化

　　◇“安心”サービスの提供
　　　 ・生体認証機能付「ＩＣカード」

　　

　　
◇健全経営
◇コンプライアンス・ガバナンスの強化

　　◇“安心”サービスの提供
　　　 ・生体認証機能付「ＩＣカード」

　　

　◇新しいビジネスモデルの構築
　　・＜池銀＞地域起こし制度
　　・駅のＡＴＭ「Ｐａｔｓａｔ（パッとサッと）」

　◇提案型営業体制の整備
　◇ＩＴ活用の商品・サービスの開発

　◇新しいビジネスモデルの構築
　　・＜池銀＞地域起こし制度
　　・駅のＡＴＭ「Ｐａｔｓａｔ（パッとサッと）」

　◇提案型営業体制の整備
　◇ＩＴ活用の商品・サービスの開発

　　◇大阪梅田本部の新設
　　 ◇店舗ネットワークの整備拡充
　　 ◇産・学・官など「新ネットワーク」の構築、活用

　　◇大阪梅田本部の新設
　　 ◇店舗ネットワークの整備拡充
　　 ◇産・学・官など「新ネットワーク」の構築、活用

“安 心”
お客さまに「安心される銀行」

“先 進”
お客さまに「親切で新しい」サービス

“前 進”～独立系地銀～
「阪神間のリーディングバンク」へ

地域の活性化地域の活性化 ・・ お客さまの利便性向上お客さまの利便性向上

◆“親切で新しい”池田銀行　　◆「安心・先進・前進」の池田銀行キャッチフレーズキャッチフレーズ
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具体的な取組み～地域貢献～

地域活性化・バリューアップ地域活性化・バリューアップ

地方自治体

大　学

◆都市再生、まちづくりへの提案
　・財団法人日本経済研究所と連携した
地元自治体への提案実施

◆都市再生、まちづくりへの提案
　・財団法人日本経済研究所と連携した
地元自治体への提案実施

◆関連会社と連携した
ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ企業への投資
・“夢仕込み”（地域貢献ファンド）等による投資

◆関連会社と連携した
ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ企業への投資
・“夢仕込み”（地域貢献ファンド）等による投資

◆外部ネットワークの活用
　・三菱商事株式会社、日本政策投資銀行、
　 大阪中小企業投資育成株式会社 等

◆外部ネットワークの活用
　・三菱商事株式会社、日本政策投資銀行、
　 大阪中小企業投資育成株式会社 等

◆事業再生への取組み
　 ・事業再生の支援と実績の公表
◆事業再生への取組み
　 ・事業再生の支援と実績の公表

◆ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ企業・第２創業企業支援
・ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ助成金 ２０百万円
・ｺﾝｿｰｼｱﾑ研究開発助成金 ６０百万円

◆ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ企業・第２創業企業支援
・ﾆｭｰﾋﾞｼﾞﾈｽ助成金 ２０百万円
・ｺﾝｿｰｼｱﾑ研究開発助成金 ６０百万円

◆経営相談・支援機能強化
　　・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｪｱ、ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流会
　　・アジアビジネス支援

◆経営相談・支援機能強化
　　・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｪｱ、ﾋﾞｼﾞﾈｽ交流会
　　・アジアビジネス支援

企　業

ニュービジネス
ベンチャー



　　4

地域密着型金融推進計画の概要　　　　　　　　　
①「事業再生・中小企業金融の円滑化」に向けた取組み

●創業・新事業支援機能等の強化

「＜池銀＞”地域起こし”制度」の推進、産官学の連携強化により、

新規性・独創性のある技術やビジネスプランを有する企業や起業家の方々を

積極的に応援してまいります。

●取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

｢ＴＯＹＲＯビジネスマッチングフェア｣や｢＜池銀＞ビジネス交流会｣を

継続的に開催いたします。

また、アジアビジネスへの支援体制も強化してまいります。

●事業再生に向けた積極的取組み

様々な事業再生手法の活用や各種専門家の協力を得て、経営改善・事業再生

に取組む企業を支援してまいります。
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地域密着型金融推進計画の概要
①「事業再生・中小企業金融の円滑化」に向けた取組み

●担保・保証に過度に依存しない融資の推進等

技術力、経営者能力、販売力、将来性等を評価し、地元企業の為の融資を

推進してまいります。

●顧客への説明態勢の整備、相談苦情処理機能の強化

説明マニュアルの充実や定期的な事例研究会等を通じ、実効性の確保を

図ってまいります。

●人材の育成

技術力を的確に評価できる能力（目利き能力）や経営支援能力等の向上に

向けた各種研修を実施しながら人材育成に努めてまいります。
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地域密着型金融推進計画の概要
②「経営力の強化」に向けた取組み

●リスク管理態勢の充実

平成１９年３月末からの「新しい自己資本比率規制（新ＢＩＳ規制）」

導入に備え、自己資本比率算定方法の精緻化や各種リスク管理の高度化を

図ってまいります。

●収益管理態勢の整備と収益力の向上

“収益力強化”と“経営の健全性確保”に向け、収益管理の精度化、

営業体制の効率化推進や手数料収入増加につながる新たなビジネス

スキームの確立に努めてまいります。

●ガバナンスの強化

経理関連部署と内部監査部署が連携し、財務報告に関する内部統制の

強化を図ってまいります。
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地域密着型金融推進計画の概要
②「経営力の強化」に向けた取組み

●法令等遵守（コンプライアンス）態勢の強化

平成17年7月にリスク統括部を新設し、全行挙げて法令等遵守の徹底に

努めてまいります。

また、顧客情報管理に関しては、お客さまに安心してお取引頂けるよう

個人情報保護法に基づき適切な管理を徹底してまいります。

●ＩＴの戦略的活用

平成１７年１月に基幹システムを移行したＮＴＴデータの「地銀共同

センター」の最新鋭のシステム機能を有効活用し、インターネット

バンキングの機能強化や、生体認証付２口座制ＩＣキャッシュカード等、

先進的な商品サービスを提供してまいります。
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地域密着型金融推進計画
③「地域の利用者の利便性向上」に向けた取組み

●地域貢献等に関する情報開示

ディスクロージャー誌や四半期毎の業績レポート等で、よりわかりやすく、

タイムリーな情報開示に努めてまいります。

●地域の利用者の満足度を重視した金融機関経営の確立

お客さまの多様なニーズにお応えできるよう「満足度アンケート」等を

活用しながら、お客さまの満足度向上に努めてまいります。

●地域再生推進のための各種施策との連携等

財団法人日本経済研究所と連携し、地元自治体や商工会議所等が取組む

“地域再生”・“まちづくり”計画への情報提供、提案活動を推進して

まいります。

また、地域の自然環境保護や緑化事業の貢献にも努めてまいります。


	地域密着型金融推進計画の概要
	地域密着型金融推進計画の概要　　　　　　　　　①「事業再生・中小企業金融の円滑化」に向けた取組み
	地域密着型金融推進計画の概要①「事業再生・中小企業金融の円滑化」に向けた取組み
	地域密着型金融推進計画の概要②「経営力の強化」に向けた取組み
	地域密着型金融推進計画の概要②「経営力の強化」に向けた取組み
	地域密着型金融推進計画③「地域の利用者の利便性向上」に向けた取組み

